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Raptinal
25mg 15,400円 / 100mg 45,100円

[R0199]

ラプチナールはHergentotherらが見出した小分子で、通常は数時間かかる内因性経路によるアポ
トーシス細胞死を、即時に誘導します。また、ラプチナールは in vivoで腫瘍細胞増殖を阻害します。
この高活性なラプチナールはバイオロジーや薬理学などでの応用が期待されます。

上記以外のアポトーシス研究試薬についても取り揃えています。各製品の詳細はTCIのウェブサイトで   
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特長
・ スタウロスポリンより速いアポトーシス誘導
 （数分で誘導）
・ カスパーゼ依存的な内因性経路でのアポトーシス
 細胞死
・ 24時間培養後の22の細胞株おける IC50は数µM
・ ゼブラフィッシュ胚やマウスの in vivoでの腫瘍細
 胞の増殖阻害作用
・ 感光性はなく、取り扱いが比較的容易

Rapinal
Staurosporine
Doxorubicin
Etoposide
Camptothecin
Mitomycin C
MNNG
Rapamycin
Cisplatin
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図1. スタウロスポリンやカンプトテシンといったアポトーシス誘導剤と比較した、
 ラプチナールによるアポトーシス細胞死の促進活性
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図2. ラプチナールのカスパーゼ-3/7活性アッセイ
 （siRNAシークエンスによる）

（図はHergenrother教授よりご提供）
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弊社製品取扱店

本誌掲載の化学品は試験・研究用にのみ使用するものです。化学知識のある専門家以外
の方のご使用はお避けください。品目や製品情報等、掲載内容の変更を予告なく行う場合
があります。内容の一部または全部の無断転載・複製はご遠慮ください。

■大阪営業部

■本社営業部
試薬製品について

□化成品部
スケールアップ、受託サービス（合成・開発・製造）について

迅速なアポトーシス誘導剤 ラプチナール
研究室のご紹介

ご研究内容

Hergenrother研究グループ
天然物合成、抗腫瘍剤開発、薬剤耐性菌研究

Paul J. Hergenrother教授（Ph. D.） 
イリノイ大学

Hergentotherの研究グループでは、代表的なアポトーシス誘導剤のスタウロスポリンよりも、
ラプチナールが圧倒的に優れた誘導剤であると報告しています。 遺伝子ノックダウン実験によ
り、ラプチナールの作用機序が内因性経路によるものと示唆されることから、細胞プロセスを
調査するための研究ツールとなり得ます。 ラプチナールは比較的安定で、感光性が無く、取り
扱いが容易なため、アポトーシス、ミトコンドリア内パスウェイ、創薬、癌などの研究における
重要なツールして利用が期待されています。


